
「は・た・ら・く」の意味を考える

TSUMUGU”BITO” Project

TSUMUGU”BITO”シンポジウム

は・た・ら・く（ ≒社会参加）をテーマに、希少難病当事者、発達障害当事

者、不登校経験者、老親の介護者、障害者のきょうだい、伴侶死別経験

者の6人が登壇。

シンポジウムでは、6人の様々な経験・実感を共有しながら、進路（進学

や職業選択）・離職・再就職、家族のかたちの選択など、人生の各ステー

ジで経験する共通課題を探ります。

同時に、いったん社会的孤立に陥ったところから自身を再構築するために

必要なケアなど精神・心理・社会的なアプローチ、そして社会的孤立を防

ぐ社会づくりのヒントを探ります。

お時間のある方は、是非お越しください。

TSUMUGUBITOhttp://re-innovation.jp/tsumugubito/URL

10月1日（土） 14時～16時30分

上智大学四谷キャンパス12号館401教室

＜ファシリテーター＞

石井京子さん テスコ・プレミアムサーチ株式会社 代表取締役/

一般社団法人日本雇用環境整備機構 理事長

＜登壇者＞

香取久之さん 希少難病当事者/(NPO)希少難病ネットつながるRDdnet. 理事長

黒岩堅さん 発達障害当事者

松島裕之さん 不登校経験者/(NPO)フリースクール全国ネットワーク 事務局長

和氣美枝さん 認知症のある老親の家族介護者/ (一社)介護離職防止対策促進機構 代表理事

持田恭子さん 障害者の家族介護者（きょうだい） ケアラーアクションネットワーク 代表

朱亀佳那子さん （若い世代での）伴侶死別の経験者/die-a-log LABO 主宰


